
５力国へ学生派遣

　
岡
山
犬
は
一
月
に
も
、
国
連
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
災
害
救
援
、
環
境
保
護

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ト
ル
コ
、
米
ア
ラ
ス
カ
な

ど
五
力
国
の
現
場
へ
学
生
を
派
遣

し
ぃ
実
習
さ
せ
る
。
本
年
度
ス
タ

ー
ト
し
た
「
『
い
の
ち
』
を
ま
も

る
環
境
学
教
育
」
事
業
で
、
実
践

活
動
を
通
じ
て
国
運
職
員
な
ど
国

際
職
業
人
の
育
成
を
目
指
す
。

　
国
連
職
員
や
海
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
目
指
す
に
は
海
外
で
の
活
動
経
験
が

求
め
ら
れ
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢
津
）
、

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

と
連
携
す
る
。

　
計
画
で
は
、
大
学
院
生
命
環
境
学
専

攻
の
修
士
、
博
士
課
程
の
一
年
生
を
中

心
に
計
十
五
人
を
一
週
間
か
ら
Ｉ
カ
月

●

●

●

被災者支援や調査来月にも

間
派
遣
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
行
っ
て
い
る
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・

津
波
被
災
者
の
支
援
、
工
場
排
水
な
ど

産
業
廃
棄
物
処
理
の
実
態
調
査
に
参
加

す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
、
ト
ル
コ
で
は
砂
漠

の
緑
化
活
動
に
従
事
。
ア
ラ
ス
カ
で
地

球
温
暖
化
の
観
測
、
ベ
ト
ナ
ム
で
地
元

大
学
と
の
大
学
間
協
定
締
結
を
に
ら
ん

だ
研
究
交
流
を
行
う
。

　
責
任
者
の
小
野
芳
朗
大
学
院
環
境
学

研
究
科
教
授
は
「
日
本
の
国
逓
へ
の
貢

献
度
は
経
済
的
に
は
高
い
が
、
活
動
ス

タ
ッ
フ
は
少
な
い
。
国
際
貢
献
活
動
の

盛
ん
な
岡
山
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
同
事
業
は
、
文
部
将
学
術
が
優
れ
た

大
学
院
教
育
を
財
政
支
援
す
る
本
年
度

の
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」
に
選
ば
れ
た
。
岡
山
犬
は
、
国

運
大
学
か
ら
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）
拠
点
地
域
」
と

し
て
認
定
さ
れ
た
岡
山
市
域
の
重
点
活

動
に
も
位
置
付
け
て
い
る
。

岡
山
か
ら
国
際
貢
献



　警察の民主化に向けて、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の
改革プロジェクトが進むインドネシアで、岡山県警出1身
の関野洋児警視（46）がプロジェクトリーダーとして参
加。「市民に信頼される警察」を目指し、警察官の意識
改革や通信指令システムの腹立、捜査能力の向上などに
取り組んでいる。　　　　　　　　　　　（斎藤章一朗）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

交番をモデルにした「ＢＫＰＭ」で勤務内容について
関く（百から）関野さん、植松さん

い
た
昨
年
五
月
、
「
治
安

維
持
の
根
幹
に
か
か
わ
る

仕
事
」
と
、
警
察
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
魅
力
を
感

じ
、
派
遣
試
験
に
合
格
。

今
年
一
月
末
、
赴
任
し
た
。

　
　
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
に
は
、
ま
ず
通
報
や
要

望
に
迅
速
、
誠
実
に
応
え

る
こ
と
が
必
要
」
と
関
野

さ
ん
。
メ
ト
ロ
・
ブ
カ
シ

署
に
詰
め
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
植
松
信
一
警
視
監
＝
元

香
川
県
警
本
部
長
＝
と
連

携
し
て
、
原
綿
網
の
構
築
、

鑑
識
技
術
の
指
導
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
鑑
識
活
動
で
は
、
日
本

の
専
門
家
が
指
紋
の
採
取

法
な
ど
を
伝
授
。
同
署
の

鑑
識
技
術
が
国
内
ト
ッ
プ

を
誇
る
な
ど
成
果
を
挙
げ

た
。
　
関
野
さ
ん
の
日
本
で
の

経
験
が
、
直
接
生
か
さ
れ

る
の
は
組
織
運
営
。
交
番

を
モ
デ
ル
に
し
た
施
設

　
「
Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
」
を
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
流
に
い
か
に
機

能
さ
せ
る
か
な
ど
、
警
察

幹
部
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
血
め
て
い
る
。
さ
ら
に

幹
部
を
岡
山
県
警
な
ど
に

派
遣
。
今
後
は
中
級
幹
部

警
察
改
革
推
進

　
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
東

へ
約
五
十
キ
ロ
の
ブ
カ
シ
市
に

あ
る
メ
ト
ロ
・
ブ
カ
シ
署
。

警
察
改
革
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
警
察
署
の
一
つ

だ
。
　
士
月
下
旬
、
玄
関
に
大

勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
待
機

し
て
い
た
。
人
身
売
買
事
件

の
容
疑
者
を
逮
捕
し
、
記
者

会
見
か
お
る
と
い
う
。
逮
捕

の
端
緒
は
警
察
協
力
組
織

か
ら
の
情
報
提
供
だ
っ
た
。

　
「
暴
力
で
自
供
さ
せ
る
」
と

恐
れ
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

警
察
で
は
″
異
例
″
。
改
革

の
一
端
を
示
す
出
来
事
だ
っ

た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
警
察
は

二
〇
〇
〇
年
に
軍
か
ら
分
離

し
、
民
主
化
が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
○
二
年
八
月
か
ら
五
ヵ
年

計
画
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
関
野
さ
ん
は
岡
山
県
警
本

部
警
務
課
係
長
、
会
計
課
次

長
な
ど
を
歴
任
。
交
通
部
門

を
除
く
す
べ
て
の
部
署
を
経

験
し
、
‐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

日
本
大
使
館
に
も
勤
務
し

た
。
　
玉
野
署
刑
事
官
を
し
て

両
国
の
懸
け
橋

　
プ
ル
ノ
・
メ
ト
ロ
・
ブ
　
に
交
番
勤
務
を
経
験
さ
せ

カ
シ
署
長
の
話
　
イ
ン
ド
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ネ
シ
ア
が
目
標
と
す
る
市
る
。

民
警
察
の
姿
が
日
本
に
あ
　
　
百
本
流
を
押
し
つ
け

る
。
安
全
は
警
察
と
市
民
ず
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と

と
の
協
力
で
成
り
立
つ
。
　
が
重
要
」
と
関
野
さ
ん
。

日
本
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
マ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
に

は
大
変
重
要
で
、
間
野
さ
　
改
革
が
浸
透
す
る
よ
う
共

ん
た
ち
は
両
国
の
懸
け
橋
　
に
汗
を
か
き
た
い
」
と
話

に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
　
し
て
い
る
。
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